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本論文は韓国の障碍人運動の現代史を記述するものである。韓国障碍人運動は、1980
年から 1990 年代まで軽度の障碍人が中心を担い、2000 年代以降になると重度障碍人
運動に主体が変わった。この運動の展開を分析することで、韓国において「当事者主義」
が形成された過程を明らかにする。本論文は 6 章で構成されている。 
第 1 章では、1945 年から 1980 年までを記述する。小児麻痺ウイルス（ポリオ）に
よって障碍をもった 10 万から 12 万の小児麻痺障碍人たちは、いまだ福祉政策存在し
なかった時代に入学拒否事件や就職拒否事件に遭遇した。これに対しておこなわれた抗
議行動が主に専門家や障碍人の親たちによって担われたことを明らかにした。 
第 2 章では、1980 年から 1986 年までを対象にする。1981 年には「国際障害者年」
の影響により、韓国で初めて「心身障碍者福祉法」が制定され、障碍人問題への社会的
な関心が高まった。一方、成人になった青年障碍人たちは、当時の民主化運動である「社
会変革運動」の思想と理念を学び、障碍人運動の展開を企てていた。 
第 3 章では、1986 年から「二法案闘争」を成功させた 1990 年までを記述する。社
会変革運動を経験した青年障碍人たちが運動組織を結成し、「社会変革運動」の「部分
運動」を展開していく過程を記述する。事例として、1988 年のパラリンピック反対運
動と障碍人雇用促進法制定、および障碍人福祉法改正運動をとりあげ、その成果と限界
を考察した。 
第 4 章では、1990 年から 1998 年までをあつかっている。1990 年代に入り、市民運
動の影響で障碍人組織は「市民運動」を展開した。1980 年代の「社会変革運動」を維
持するために障碍人運動が組織の分離と統合を繰り返した経過を述べた。 
第 5 章では、1998 年から 2007 年までを記述する。特に障碍人運動の場に初めて現
れた重度障碍人の動向を描き、彼らが行なった 2000 年代の制度整備運動の展開を明ら
かにする。そして、彼らの運動がどのようにして「当事者主義」へと繋がっていたかに
ついて考察する。 
終章では、第 1 章から 5 章をふまえ、障碍人運動の定義・主体・方法・運動理念の
変化を分析し、韓国の障碍人運動が「当事者主義」を導いた経過を分析し考察した。 
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This article chronologically describes the evolution of main agents of disabled 
people`s movement from the mildly-disabled who attained a high level of education 
to the severely-disabled.  Moreover, it elucidates development and formation of 
DANGSAZAJUI in Korea. 
 
Chapter 1 narrates the discrimination that faced the disabled prior to 1980 when no 
welfare policy for the disabled existed and who confronted such discrimination and 
how.  Chapter 2 explains that in 1980s, the youth with disability who became 
adults took lessons in rebolution movement from student protests and labor 
movements.  
Chapter 3 examines the preparation to inaugurate the disabled people`s movement 
as a rebolution movement as well as the fight for the legislation of the disability 
rights and its achievements and limitations. 
Chapter 4 explains that in an attempt to maintain their rebolution movement when 
social movements have weakened in the 1990’s, the disability organizations went 
through repeated integration and separation. Also considered was disabled people`s 
movement as a citizen’s campaign.   
Chapter 5 introduces the background in which the severely-disabled emerged onto 
the movement scene and the movement that they have developed, and the 
DANGSAZAJUI that also emerged.   
 
Lastly, Chapter 6 and conclusion evaluates the eras depicted from Chapter 1 
through to 5, and considers the tasks ahead for Korea’s disabled people`s movement
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